
・担当者への負担が大きいように思える。

・職員の使用の格差が以前大きい。

・職員や保護者など情報を「教えてもらう」から「自分から取りに行く」への移

行。

概　　要

･Googleの活用で、職員間連携や行事予定の修正・確認、情報の共有化を行ってい

る

１　Googleサイトの活用

２　Googleスプレッドシートの活用

３　Googleチャットの活用

４　Googleフォームの活用

取組効果

１　Googleサイトを活用し、クラウド上やインターネットなどにあるサイトへのショートカット

をここに集約。職員がスムーズに接続できる。

２　Googleスプレッドシートを活用し、一週間毎の行事予定や連絡事項を記入や参照できるよう

にし、打合せの時間短縮や職員の動向をスムーズに確認できるようにした。

３　Googleチャットの活用で、職員間の連携・情報共有をスムーズにし、またタブレットでも活

用できるので時と場所を選ばずに行えるようになった。

４　学校評価や職員研修などでGoogleフォームの活用からアンケート集約を行うことで、集約や

分析がスムーズにできた。

課　　題

学校名：長沼町立長沼小学校（学級数18学級　児童生徒数369人）管内　空知

事例項目 ＩＣＴの活用（Googleサイト・チャット・スプレッドシート・フォームなど）
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■取組事例Ⅰ各学校の事例



　浸透するまでに時間がかかりましたが、ワーク・ライフバランスの一助として定

着しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓  休暇取得を呼びかけるポスター

概　　要

　働き方、休み方を変える第一歩として、「プラスワン休暇」を実施しています。

「プラスワン休暇」とは、栗沢小学校教職員の合意形成のもと、土日、祝日などの

所定休日に１日以上の年次有給休暇を組み合わせて、連続休暇を実施しようという

ものです。仕事と生活の調和（ワーク・ライフバランス）を意識するための取り組

みとして始めました。

取組効果

・年次有給休暇を取得しやすい環境整備を促進することができています。職員から

も好評です。ポスター・ちらしを作成し、職員室に掲示しています。

・家族の行事（入学式などの行事や参観日）がある時には、確実に年休を取得し、

参加できるようになりました。

・年休取得日数も増加しています。（令和７年１月現在）

課　　題

学校名：岩見沢市立栗沢小学校（学級数８学級　児童生徒数９５人）管内　空知

事例項目 年次休暇取得の奨励「プラスワン休暇」
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